
KUMAMOTKUMA第20回 和漢医薬学会大会
■ 会　期／2003年 8月30日□土 ・31日□日
■ 会　場／熊本市民会館・熊本市国際交流会館

■ 会　長／宮 田  健（熊本大学大学院医学薬学研究部）
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1 特別講演

長尾 　拓 （国立医薬品食品衛生研究所　所長）

《医薬のレギュラトリーサイエンス》

山村 研一 （熊本大学  副学長、 発生医学研究センター  教授）

《ゲノム医学および創薬における
遺伝子改変マウスの位置づけ》

2 ラウンドテーブル・ディスカッション

《伝統医薬の創造的継承》
オーガナイザー 小橋 恭一 （とやまバイオクラスター）

3 受賞講演（学会賞・奨励賞）

4 シンポジウム （ & オーガナイザー）

1. 和漢薬と西洋薬の相互作用
江頭 洋祐 （九州看護福祉大学）

渡部 　烈 （富山医科薬科大学）

2. 難治性疾患の和漢薬治療—強皮症 をめぐって
三潴 忠道 （飯塚病院）

小暮 敏明 （群馬大学）

3. ２１世紀の「医食同源」—食品薬学 と予防医学
堀内 正公 （熊本大学）

野原 稔弘 （熊本大学）

4. 和漢薬による糖尿病病態の改善
田代 眞一 （昭和薬科大学）

丁　 宗鐵 （順天堂大学）

5. 最新の評価法で見る和漢薬の中枢効果
藤原 道弘 （福岡大学）

渡辺 泰雄 （東京医科大学）

6. 和漢薬から創薬へ
山田 陽城 （北里大学）

永井 博弌 （岐阜薬科大学）

7. 和漢薬資源の現状と展望
鳥居塚 和生 （昭和大学）

雨谷 　栄 （株式会社ツムラ）

5 和漢医薬学生･若い研究者の集い

テーマ《これからの和漢薬研究と臨床の課題》
坂田 研明 （熊本大学）

吉冨 　誠 （公立菊池養生園診療所）

6 市民公開講座

《サプリメント：効能と安全性を考える》
長尾 和治 （熊本市民病院）

野中 源一郎 （ウサイエン製薬）

7 会長講演

《和漢薬理学の新しい展開

—Strategies & Problems 》
宮田 　健 （熊本大学）

●参 加 費

会員・一般／〈予約〉   9,000円

〈当日〉10,000円

学生（大学院生を含む）／〈予約、当日ともに〉1,000円

（学生の方は必ず学生証を御提示下さい。）

●大会に関するお問い合わせ

〒862-0973  熊本市大江本町5− 1　
熊本大学大学院医学薬学研究部薬物活性学研究室内

第20回和漢医薬学会大会事務局　礒濱洋一郎　

FAX：096-362-7795
E-mail：wakan20@gpo.kumamoto-u.ac.jp

●大会ホームーページ

http://square.umin.ac.jp/wakan20/

大 会 内 容

主催／和漢医薬学会
後援／熊本県・熊本市・熊本県薬剤師会

熊本県医師会・熊本県看護協会

国際保健医療交流センター

日本薬学会・日本薬理学会・熊薬同窓会


